
 

  

○ＥＡＩＣの概要 

 

１．発足と発展： 

ＥＡＩＣの第１回会合は、１９６２年１０月１８日に、第一生命社の会議室において、

東アジア各地域から１４０名の参加者が集まり開催された。最近の大会の参加者は１，

０００名規模に至ることもあり、アジアで最大の国際保険会議に発展を遂げてきた。ま

た、参加者も、欧州、米国、オーストラリア等、アジア以外の地域にまで広がり、真の

意味での国際会議の特徴を備えてきた。 

 

２．目的： 

あらゆる種類の保険分野における国際協力の促進と発展を図ることを目的に、次に掲げ

る活動を行う。ＥＡＩＣは、非政治的、非政府的、非宗教的および非営利の組織とする

（法人格はない）。 

（１）会員間のあらゆる種類の保険に関する意見および情報の交換 

（２）会員間の相互理解および友好関係の育成・促進 

（３）東アジアの経済状況に適合する保険理論と実務に関する共通関心事項の議論 

 

３．会員： 法人および個人が会員になることができ、以下の所在地もしくは住所地に応じ

て正会員または準会員に区分される。非政府的な会議であることから、国では

なく都市ベースで会員資格の区分を行っている。 

（１）正会員： 

バンダルスリブガワン、バンコク、香港、ジャカルタ、クアラルンプール、 

マカオ、マニラ、プノンペン、ソウル、シンガポール、台北、東京 

（２）準会員： 

オーストラリア、バングラデシュ、ブータン、デンマーク、フィジー、 

インド、パキスタン、パプア・ニューギニア、スリランカ、英国、米国 

 

ＥＡＩＣ登録会員数（２０２５年８月現在） 

 法人会員 個人会員 

正会員 ９２６社（東京：８０社） ５６０人（東京：２２人） 

準会員   ３２社  ７３人 

合  計 ９５８社 ６３３人 

  ※ＥＡＩＣ事務局に登録されている法人数および個人の人数。 

 

４．会員総会： 

  ＥＡＩＣの方針および目的の決定、規約の批准、次期会員総会の時期・会期・開催地の

決定、会長・事務局長等の主要ポストに係る人事の選出等を担うＥＡＩＣの最高議決機

関。会員総会は少なくとも２年に１回開催される。 

 



 

  

５．理事会：  

  会員総会の議決事項となっている以外の事項について幅広い権限を持つ機関。理事会は、

理事会会長の決定した日時・場所にて年に１度開催される。 

 

６．会議開催状況： 

開催年 開催都市 開催年 開催都市 

１９６２年（第１回） 東京 １９９４年（第１７回） ソウル 

１９６４年（第２回） マニラ １９９６年（第１８回） シンガポール 

１９６６年（第３回） バンコク １９９８年（第１９回） マカオ 

１９６８年（第４回） ソウル ２０００年（第２０回） マニラ 

１９７０年（第５回） 台北 ２００２年（第２１回） 東京 

１９７２年（第６回） クアラルンプール ２００４年（第２２回） バンコク 

１９７４年（第７回） ジャカルタ ２００６年（第２３回） バンダルスリブガワン 

１９７６年（第８回） ソウル ２００８年（第２４回） 香港 

１９７８年（第９回） シンガポール ２０１０年（第２５回） ジャカルタ 

１９８０年（第１０回） マニラ ２０１２年（第２６回） クアラルンプール 

１９８２年（第１１回） 東京 ２０１４年（第２７回） 台北 

１９８４年（第１２回） バンコク ２０１６年（第２８回） マカオ 

１９８６年（第１３回） 香港 ２０１８年（第２９回） マニラ 

１９８８年（第１４回） クアラルンプール ２０２２年 ソウル（開催中止）※ 

１９９０年（第１５回） 台北 ２０２４年（第３０回） 香港 

１９９２年（第１６回） ジャカルタ ２０２６年（第３１回） 東京 

※ ソウル大会は当初２０２０年に開催が予定されていたが、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策とし

て、２０２２年への開催延期を検討していたところ、ソウル事務局の判断により開催中止となった。なお

２０２２年には別途、ＥＡＩＣ６０周年記念イベントがオンラインで開催された。 


